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而

鳶

図書館を中核とする情報館の基本計画づくりをお願いする丸山市長

　
二
月
五
目
㈹
、
第
一
回
十
日
町
情
報
館
（
仮
称
）
計
画
策
定
委
員
会
が
十

日
町
市
公
民
館
で
開
か
れ
、
図
書
館
を
中
核
と
し
た
情
報
館
の
計
画
づ
く

り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
七
月
以
来
、

そ
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
様
々
な
論
議
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
国
や
県
へ
の
手
続
き
を
見
合
わ
せ
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
末
に
大
方
の

理
解
が
得
ら
れ
、
十
日
町
余
暇
文
化
都
市
構
想
の
中
で
本
格
的
に
こ
の
計

画
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
構
想
を
実
現
す
る

た
め
、
西
本
町
地
区
の
地
権
者
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
く
た
め
の
話
し
合
い
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

策
定
委
員
会
設
置

　
　
　
　
　
ま
で
の
経
過

　
図
書
館
建
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年

七
月
に
市
が
十
日
町
余
暇
文
化
都
市

構
想
の
中
で
行
う
こ
と
を
発
表
し
て

以
来
、
図
書
館
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ

て
多
く
の
論
議
が
な
さ
れ
、
市
議
会

の
一
般
質
問
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
た
め
、
国
や
県
へ
の
手
続
き

を
し
ば
ら
く
見
合
わ
せ
る
な
ど
凍
結

の
措
置
を
と
っ
て
き
ま
し
た
が
、
関

係
機
関
や
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を

持
つ
中
で
、
大
方
の
理
解
が
得
ら
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
凍
結
を
昨

年
末
に
解
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
当

初
の
方
針
ど
お
り
余
暇
文
化
都
市
構

想
の
拠
点
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
西

本
町
地
区
に
整
備
を
計
画
し
て
い
る

情
報
館
の
中
で
、
図
書
館
計
画
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
情
報
館
を
幅
広

く
検
討
す
る
た
め
の
委
員
二
十
四
名

を
二
月
一
日
に
委
嘱
し
、
十
日
町
情

報
館
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

　
情
報
館
の
中
核
施
設
と
な
る
図
書

館
は
、
そ
の
機
能
・
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
平
成
三
年
十
一
月
に
図
書
館

建
設
検
討
委
員
会
が
ま
と
め
た
「
図

書
館
建
設
検
討
報
告
書
」
を
最
大
限

に
尊
重
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
余
暇
文
化
都
市
構
想
の
開
発
を
予

定
し
て
い
る
西
本
町
地
区
に
は
、
博

物
館
・
総
合
体
育
館
・
西
小
学
校
・

緑
道
な
ど
の
公
共
・
文
教
施
設
が
隣

接
し
て
お
り
、
情
報
館
に
は
こ
れ
ら

の
施
設
と
効
果
的
な
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
施
設
と
し

て
考
え
て
い
ま
す
。

　
情
報
館
の
具
体
的
な
機
能
・
施
設

計
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
十
日
町
情

報
館
計
画
策
定
委
員
会
の
中
で
検
討

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現

在
の
と
こ
ろ
中
核
施
設
と
な
る
図
書

館
の
ほ
か
に
、
文
書
館
、
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
を
併
設
す
る
予
定
に
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
新
し
い
情
報
機
能
や

施
設
の
広
域
的
な
利
用
・
青
少
年
が

学
ん
だ
り
楽
し
ん
だ
り
で
き
る
配
慮

な
ど
を
含
め
て
、
今
後
こ
の
委
員
会

で
検
討
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
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策
定
委
員
会
の

検
討
内
容
と
進
め
方

　
十
日
町
情
報
館
計
画
策
定
委
員
会

は
、
市
民
は
も
と
よ
り
広
域
的
に
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
教
育
・
文
化
や
情

報
の
殿
堂
と
な
る
よ
う
、
情
報
館
の

機
能
や
施
設
の
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
設
け
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
ー

①
情
報
館
の
性
格
と
位
置
づ
け

②
具
体
的
な
機
能
と
サ
ー
ビ
ス

③
各
施
設
の
規
模
・
配
置

④
環
境
整
備

⑤
情
報
館
の
組
織
・
機
構
と
運
営

の
五
項
目
に
つ
い
て
研
究
し
、
今
年

の
十
二
月
ま
で
に
結
論
を
ま
と
め
る

予
定
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
委

員
の
任
期
は
二
月
か
ら
十
二
月
ま
で

お
願
い
し
ま
し
た
。

　
施
設
の
う
ち
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

「
図
書
館
建
設
検
討
報
告
書
」
の
中

で
、
図
書
館
の
組
織
・
機
能
・
図
書

館
サ
」
ビ
ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、

す
で
に
結
論
が
得
ら
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
報
告
書
を
基
本
に
検
討
が
進
め

ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
委
貝
会
は
、
幅
広
い
識
者
か

ら
情
報
館
を
検
討
し
て
も
ら
う
た
め

市
議
会
議
員
、
学
識
経
験
者
、
利
用

者
、
サ
ー
ビ
ス
対
象
と
な
る
圏
域
自

治
体
の
担
当
課
長
の
二
十
四
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
二
月
五
日
に
第
一
回
目
の
策
定
委

員
会
を
開
き
、
委
員
長
に
酒
井
学
氏

が
、
副
委
員
長
に
は
佐
野
良
吉
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

委
貝
の
中
か
ら
十
人
が
選
出
さ
れ
、

情
報
館
を
具
体
的
に
検
討
し
原
案
を

作
成
す
る
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
、
県
に
お
い
て
も
図
書
館
や

都
市
プ
ラ
ン
の
専
門
家
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
十
日
町
情
報
館
検
討
委
員
会

が
設
置
さ
れ
、
市
の
委
員
会
と
並
行

し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
県
の
委
員
会
に

は
、
市
の
代
表
が
委
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
拠
点
総
合
整
備

事
業
で
情
報
館
建
設

　
情
報
館
の
施
設
整
備
は
、
建
設
省

が
進
め
て
い
る
都
市
拠
点
総
合
整
備

事
業
と
し
て
、
国
の
補
助
を
受
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

る
都
市
基
盤
整
備
を
図
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
や
経
済
の
国
際
化
や
情
報

化
、
産
業
構
造
の
転
換
、
余
暇
時
間

の
増
大
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
機

十日町情報館計画策定委員

　　　　　　　　（敬称略）
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＞
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沢
井
橋
山
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用
署
田
日
田
村
期
平
ノ
井
橋
山
畷

市
庭
尾
学
青
佐
田
樋
庭
松
滝
酒
丸
村
根
山
利
佐
福
春
吉
越
圏
大
藤
富
高
村
剛

く
　
　
●
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●
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●
●
　
　
〈
　
　
●
●
　
　
●
〈
　
　
　
　
　
　
　
　
●

京子（学校町1）
浩　一　（本町7－2）

みどり　（樽沢）
之人（土市4）
健市（泉町）
　
　
　

之
健
長
剛

　
　
課

　
　
当
　剛　　士　　（川西町役場）

木剛（津南町役場）
　一　　男　　（中里村役場）

　嵩一（松代町役場）
　俊介（松之山町役場）
員会の委員です。

能
を
備
え
た
施
設
を
中
核
と
す
る
都

市
開
発
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
発
想
の
も
と
で
展
開
す
る
事
業

で
す
。
地
方
の
ア
イ
デ
ア
が
十
分
生

か
さ
れ
る
事
業
と
し
て
注
目
さ
れ
、

道
路
・
公
園
・
下
水
道
な
ど
住
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
都
市
機
能

に
欠
か
せ
な
い
情
報
館
な
ど
の
拠
点

施
設
の
整
備
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
情
報
館
の
建
設
時
期
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
の
進
ち
ょ
く
と
整
合
さ

せ
な
が
ら
、
平
成
五
・
六
年
度
に
実

施
設
計
を
行
い
、
平
成
六
年
度
の
市

制
四
十
周
年
に
青
写
真
を
発
表
し
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
平
成
七
年

度
に
着
手
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

関
係
す
る
地
権
者
と
の

話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す

西
本
町
地
区
は
交
通
網
の
要
所
と十日町余暇文化都市構想の予定地

し
て
、
北
越
北
線
の
玄
関
口
、
文
教

ゾ
ー
ン
と
し
て
十
日
町
の
顔
と
も
な

る
地
域
で
す
。
し
か
し
、
妻
有
大
橋

開
通
に
よ
る
交
通
量
の
増
加
や
近
年

除
々
に
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
（
住
宅
が

不
規
則
に
進
出
・
拡
大
す
る
こ
と
）

が
現
わ
れ
る
な
ど
の
問
題
が
生
じ
て

き
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
余
暇
文
化
都
市
構
想
の
中

で
、
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
道
路
、
公
園
、
下
水
道

が
整
備
さ
れ
、
土
地
の
利
用
価
値
が

上
が
る
と
と
も
に
、
拠
点
施
設
の
整

備
に
よ
り
都
市
機
能
が
発
揮
で
き
る

地
区
と
な
り
ま
す
。

　
情
報
館
を
は
じ
め
と
す
る
拠
点
施

設
の
用
地
は
、
約
一
万
三
千
平
方
層

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業

を
進
め
る
た
め
に
は
、
関
係
す
る
地

権
者
の
皆
さ
ん
か
ら
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
は
じ
め
て
実
現
可
能
と
な

り
ま
す
。

　
市
で
は
昨
年
以
来
、
数
回
に
わ
た

り
西
本
町
地
区
の
面
的
整
備
の
必
要

性
や
整
備
方
針
に
つ
い
て
説
明
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
小
単
位

の
説
明
会
や
話
し
合
い
を
行
う
な
ど

事
業
化
に
向
け
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
す
る
努
力
を
続
け
な
が
ら
、
二

十
一
世
紀
に
向
け
た
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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『十日町雪まつり』が

　　お国自慢大賞に決定
一「ふるさとフェア’93」国土庁のお国自慢人気投票1位一

’
藁
　
脳
瀬

灘灘覇
難霧・…蒙

鱗

　
1
月
2
2
日
働
～
2
4
日
㈲
に
東
京
ド
ー

ム
で
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
9
3
」
が
開
か

れ
、
国
土
庁
が
主
催
し
た
「
お
国
自
慢

大
賞
」
の
人
気
投
票
の
結
果
、
「
十
日
町

雪
ま
つ
り
」
が
2
6
0
6
票
の
有
効
投

票
の
う
ち
5
4
4
票
を
獲
得
し
、
大
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
人
気
投
票
は
国
土
庁
が
、
地
域
づ
く

り
に
関
し
た
「
お
国
自
慢
」
を
全
国
か

ら
1
8
8
9
件
収
集
し
、
中
で
も
個
性

豊
か
で
今
後
の
地
域
づ
く
り
の
参
考
に

な
る
と
思
わ
れ
る
32
事
例
を
パ
ネ
ル
展

示
。
雪
ま
つ
り
は
「
雪
上
力
ー
ニ
バ
ル
・

雪
だ
る
ま
・
雪
の
芸
術
作
品
」
の
3
点

を
展
示
し
た
結
果
、
市
民
参
加
の
雪
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

　　　　　　欝

　　　　　糊　　　　　脚
　　　　灘　　　　麟
　　　　　柵　　雛　㎜
咄

　鰍脚鍵

　　　糀

　
　
　

難
鐵
．

　
　
嚇

　
　

　
灘

　
灘

　
髪

勝
　
灘

蓬
辮

駿
墾
羅
麗

ぎ
叢
蒙
躍

　
議

嚢
　
一
溺
．

　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禅

つ
り
、
華
や
か
な
雪
の
ス
テ
ー
ジ
に
対

す
る
驚
き
、
雪
だ
る
ま
で
人
情
の
温
か

さ
を
感
じ
さ
せ
る
雪
ま
つ
り
で
あ
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
大
賞
受
賞
は
、

第
四
十
四
回
の
雪
ま
つ
り
に
ビ
ッ
グ
な

贈
り
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
以
下
の
順
位
は

2
位
…
北
海
道
函
館
市
（
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
と
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
群
5
3
9

票
）
3
位
…
青
森
県
岩
木
町
（
津
軽
三

味
線
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
4
1
8
票
）
4

位
…
北
海
道
池
田
町
（
ワ
イ
ン
づ
く
り

に
よ
る
町
づ
く
り
4
1
6
票
）
5
位
…

島
根
県
出
雲
市
（
日
本
一
の
木
造
建
築

「
出
雲
ド
ー
ム
」
3
4
5
票
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢

　
三
種
混
合
（
百
日
ぜ
き
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風
）
と
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
、
破
傷
風
）
の
平
成
五
年
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。
二
種
混
合
は
、
三
種

混
合
予
防
接
種
が
期
間
内
に
完
了
し
な

か
っ
た
幼
児
と
、
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ

た
こ
と
の
あ
る
幼
児
が
対
象
で
す
。

〈
三
種
混
合
〉

①
平
成
2
年
3
月
1
日
～
平
成
3
年
2

　
月
2
8
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
全
員

②
平
成
元
年
5
月
1
日
～
平
成
2
年
2

　
月
2
8
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
未

　
接
種
か
、
1
期
1
回
し
か
受
け
て
い

　
な
い
幼
児
（
4
歳
未
満
）

※
①
②
と
も
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
幼

　
児
は
、
二
種
混
合
に
な
り
ま
す
。
受

　
付
に
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
二
種
混
合
〉

①
昭
和
62
年
4
月
2
日
～
平
成
元
年
4

　
月
3
0
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
（
4

　
歳
～
6
歳
未
満
）
で
、
未
接
種
か
1

　
期
1
回
し
か
接
種
し
て
い
な
い
幼
児

※
な
お
、
6
歳
過
ぎ
る
と
接
種
で
き
ま

　
せ
ん
の
で
、
昭
和
62
年
4
月
生
ま
れ

　
の
幼
児
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
4
月
過
ぎ
る
と
接
種
で
き
な
く
な

　
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

　
昭
和
62
年
4
月
2
日
～
平
成
2
年
2

月
2
8
日
の
間
に
生
ま
れ
た
幼
児
で
、
1

期
が
完
了
し
て
1
年
経
過
し
た
幼
児

（
1
期
2
～
3
回
接
種
し
た
幼
児
）

予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　
な
お
、
1
期
が
完
了
し
て
か
ら
1
年

半
以
上
経
過
し
て
い
る
満
6
歳
以
上
の

幼
児
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

團
持
参
す
る
も
の
⊥
心
れ
た
と
き
は

接
種
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
母
子
健
康
手
帳

②
印
　
鑑
（
印
鑑
を
つ
い
た
問
診
票
を

　
持
参
す
る
と
き
は
除
く
）

③
市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
と

　
き
は
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町

　
村
か
ら
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」

　
を
も
ら
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

幽
接
種
前
の
注
意

①
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

　
て
い
て
、
問
診
票
の
記
入
が
で
き
る

　
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

②
接
種
日
の
2
・
3
日
前
か
ら
健
康
状

　
態
に
注
意
を
払
い
、
接
種
の
前
日
は

　
入
浴
さ
せ
、
清
潔
な
肌
着
を
着
せ
て

　
く
だ
さ
い
。

③
接
種
の
当
日
は
、
朝
と
昼
の
体
温
を

　
計
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
コ

④
風
邪
な
ど
で
接
種
を
受
け
る
の
が
不

　
安
な
と
き
は
、
主
治
医
と
相
談
し
て

　
来
て
く
だ
さ
い
。

⑤
百
日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

　
と
き
は
、
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ

　
い
。

⑥
接
種
を
受
け
た
当
日
は
、
激
し
い
運

　
動
や
入
浴
を
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
保
健
衛

　
生
係
（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
囎
・

　
㎜
）
へ
。

対象地区
1期接種月日※2期の幼児は受けられません 2期接種月日

※1期の幼児は
受けられません

受付時間
いずれも午後

接種会場

1回目 2回目 3回目
川治・六箇・吉田 3月2日（幻 3月23日（火） 4月13日（火》 4月20日（火》 1時45分～2時10分 保健センター

水　　　　沢 3月3日㈱ 3月24日㈱ 4月14日㈹ 4月21日㈹ 1時45分～
　　2時00分

水沢公民館

中　　　　条 3月4日休） 3月25日㈲ 4月15日㈲ 4月22日休） 中条公民館

下　　　　条 3月4日（木） 3月25日休） 4月15日休） 4月22日休） 2日寺45分～3日寺00分 下条公民館

十日町・新座・大井田 3月5日働 3月26日㈹ 4月16日③ 4月23日㈹ 1時45分～2時10分 保健センター

※三種混合は1期3回、翌年2期1回、二種混合は1期2回、翌年2期1回の接種をします。
　1期、2期完了しない子は3期が受けられなくなります。6歳までに必ず接種を受けてください。
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所得
市・県

　平成4年分の所得税、市・・県民税の申告の受付

が2月16日から始まり、申告期限は3月15日です。

（贈与税の申告は2月1日から3月15日までです）

2月16日⑳～3月15日⑭

囹
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は

”
所
得
の
あ
っ
た
人

①
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で

　
い
る
人

②
地
代
、
家
賃
、
配
当
な
ど
の
所
得
が

　
あ
っ
た
人

③
給
与
や
年
金
所
得
者
で
、
給
与
や
年

　
金
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

④
給
与
所
得
者
で
、
2
ヵ
所
以
上
か
ら

　
給
与
の
支
払
い
を
受
け
た
人

⑤
①
～
④
以
外
の
所
得
の
あ
っ
た
人

　
※
所
得
…
「
一
年
間
に
得
た
収
入
金

　
額
」
か
ら
「
そ
の
収
入
を
得
る
た
め

　
に
必
要
な
経
費
」
を
差
し
引
い
た
も

　
の
で
す
。

囹
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人
は

　
市
・
県
民
税
の
申
告
書
を
提
出
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

囹
必
ず
、
収
支
の
記
帳
を

　
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん
で

い
る
人
は
、
収
入
金
額
と
必
要
経
費
が

所
得
計
算
の
基
本
で
す
。
必
ず
記
帳
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
）◆税務課市民税係（費57－3111内線116・117

囹
市
・
県
民
税
の
申
告
は

　
　
　
　
　
　
嘱
託
員
を
通
じ
て
配
布

　
申
告
書
の
「
用
紙
」
と
「
手
引
き
」

は
、
昨
年
串
告
し
て
い
た
だ
い
た
人
を

中
心
に
、
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。

　
該
当
事
項
を
も
れ
な
く
記
入
し
、
申

告
期
限
ま
で
に
税
務
課
ま
た
は
各
地
区

公
民
館
（
出
張
所
）
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

團
市
・
県
民
税
の
申
告
書
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
な
人
は

　
申
告
書
が
配
布
さ
れ
な
か
っ
た
人
で

も
前
記
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
の
所
得
が

あ
っ
た
人
は
、
市
県
民
税
の
申
告
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。
税
務
課
ま
た
は
各
地

区
公
民
館
（
出
張
所
）
に
申
告
書
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

幽
記
載
方
法
の
相
談
は

　
左
表
の
日
程
表
の
と
お
り
申
告
相
談

を
開
き
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
。

幽
申
告
は
、
お
早
め
に

期　日 時　間 会場
2月16日（幻

　～
3月15日（月）

9：00～16二〇〇

（土曜日は正午まで）

十日町市役所
※日曜日と第2・4

土曜日は除きます。

2月23日（幻

9二30
　～

15二〇〇

羽根川荘

2月24日㈱ 下条出張所

2月26日働 水沢出張所

3月2日（幻 吉田地区就業
改善センター

3月3日㈱ 10二〇〇～15：00 鉢ふるさと会館

3月5日働 9：30
　～

15二〇〇

中条公民館

3月9日（幻 平　成　園

◆十日町税務署（盈52－3181）

　
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大
変

混
雑
し
、
落
ち
着
い
て
相
談
で
き
な
か

っ
た
り
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
よ

う
な
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
早
目

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

幽
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
税
金
が
戻
る
人
は

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税

し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る

人
（
一
般
的
に
は
次
の
①
～
⑤
の
人
）

は
、
申
告
に
よ
っ
て
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
申
告
は
、
2
月

16

日
前
で
も
税
務
署
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

　
　
医
療
費
控
除
…
…
支
払
っ
た
医
療

　
費
が
所
得
の
5
％
か
、
1
0
万
円
の
ど

　
ち
ら
か
低
い
方
の
金
額
を
超
え
て
い

　
る
と
き
。

②
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
人

　
　
雑
損
控
除
…
…
そ
の
損
失
額
が
、

　
所
得
の
1
0
％
を
超
え
て
い
る
と
き
。

期　日 時間 会　場

2月22日（月）

9二．30

　～

16：00

㌧
鰯
ラ ポート十日町

2月23日（幻

十日町商工会議所
（商工福祉会館）

吉田地区就業
改善センター

③
雪
下
ろ
し
経
費
な
ど
が
か
か
っ
た
人

　
　
雑
損
控
除
…
…
そ
の
経
費
が
5
万

　
円
ま
た
は
、
所
得
の
1
0
％
を
超
え
て

　
い
る
と
き
。

④
住
宅
を
新
築
、
購
入
（
中
古
住
宅
を

　
含
む
）
し
た
人

　
　
住
宅
取
得
（
等
）
特
別
控
除
…
…

　
自
分
が
住
む
た
め
に
取
得
し
た
り
、

　
住
ん
で
い
る
家
を
増
改
築
し
た
場
合

　
は
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

　
税
額
が
控
除
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

　
市
・
県
民
税
に
は
こ
の
控
除
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
　
詳
し
く
は
十
日
町
税
務
署
（
盈
52

　
1
3
1
8
1
）
へ
。

⑤
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整
を

　
受
け
な
か
っ
た
人

　
　
※
①
～
④
の
場
合
…
…
そ
の
証
明

　
書
ま
た
は
領
収
書
等
、
確
認
で
き
る

　
も
の
が
必
要
で
す
。

　
　
ま
た
、
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
は

　
源
泉
徴
収
票
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

幽
口
座
振
替
の
利
用
を

　
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
付
や

還
付
は
、
で
き
る
だ
け
金
融
機
関
の
口

座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

幽
農
業
者
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

　
る
人

　
農
業
者
年
金
保
険
料
も
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
支
払
金
額

に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
農
協
本
所
（
盈

ψ
5
7
1
1
5
7
1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

5とお』が夢雪　平成5年2月10日
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謝
洲

∩
〆
軸
つ

長谷川館長の説明をお聞きになられる高円宮ご夫妻レセプションであいさつされる高円宮殿下

高円宮ご夫妻、駐日インド大使ご夫妻を迎えて追悼展開会式

　～ミティラー美術館（大池）でガンガー・デーヴィー女史の遺作を偲ぶ～

’し

　
一
月
二
十
八
日
㈲
、
大
池
の
ミ
テ
ィ
ラ
ー
美

術
館
（
長
谷
川
時
夫
館
長
）
で
日
印
国
交
四
十

周
年
と
同
美
術
館
十
周
年
を
記
念
し
た
「
ガ
ン

ガ
ー
・
デ
ー
ヴ
ィ
ー
追
悼
展
」
の
開
会
式
が
、

高
円
宮
ご
夫
妻
、
プ
ラ
カ
ス
・
シ
ャ
i
駐
日
イ

ン
ド
大
使
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
七
十
人
余
り
の
人
が
見
守
る
中
、

高
円
宮
ご
夫
妻
、
駐
日
イ
ン
ド
大
使
ご
夫
妻
、

堀
川
県
出
納
長
、
丸
山
市
長
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
両
ご
夫
妻
は
、
長

谷
川
館
長
の
説
明
で
館
内
の
作
品
を
ご
覧
に
な

ら
れ
、
高
円
宮
殿
下
は
「
ミ
テ
ィ
ラ
ー
画
は
心

の
や
す
ら
ぎ
と
優
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

絵
で
す
」
と
印
象
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
立
正
佼
成
会
菅
沼
練
成
道
場

で
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
殿
下
は

「
十
日
町
が
日
本
と
イ
ン
ド
の
国
際
交
流
の
発

信
源
と
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
」
と
お
言
葉
を
述

べ
ら
れ
、
そ
ば
や
郷
土
料
理
な
ど
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
夜
に
は
同
美
術
館
で
地
元
の

人
た
ち
と
手
作
り
の
精
進
料
理
の
も
て
な
し
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
ガ
ン
ガ
i
・
デ
ー
ヴ
ィ
i
追
悼
展
」
は
、

三
月
三
十
一
日
（
午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時
、

火
曜
日
休
館
）
ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。
入
館

料
は
大
人
五
百
円
、
中
学
生
～
大
学
生
三
百
円
、

小
学
生
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

わ糞

一
一
－

一
一

■　　■　　■

ワ

　　　　　　　毅　　　　　灘　　　欝　　麗翼

〔小林幾獅人〕

尾身　梢さん
　　（6年）

全
校
給
食

　
私
た
ち
の
学
校
で
は
、
先
生
も
給
食

の
お
ば
さ
ん
も
児
童
も
み
ん
な
集
ま
っ

て
食
べ
る
全
校
給
食
が
あ
り
ま
す
。
全

校
給
食
は
、
週
に
三
回
（
月
、
水
、
金
）

あ
っ
て
正
座
を
し
て
食
事
を
し
ま
す
。

　
も
り
つ
け
、
会
場
準
備
、
食
器
と
い

う
三
つ
の
仕
事
が
あ
っ
て
、
全
校
で
分

担
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
も
り
つ
け
は
、

一
年
生
も
い
っ
し
ょ
に
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
行
い
ま
す
。

　
一
年
生
は
最
初
、
全
校
給
食
を
や
っ

た
時
は
、
「
つ
ぎ
は
な
に
を
や
れ
ば
い
い

の
。
」
と
言
っ
て
い
た
の
に
二
学
期
、
三

学
期
に
な
る
と
何
に
も
聞
か
ず
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
、
給
食
の
準
備
が
ず
い
ぶ
ん
早
く
な

っ
て
先
生
方
も
お
ど
ろ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
全
校
給
食
を
続
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
謬
　
　
．
灘

　
　
　
　
　
灘
　
　
艦
　
雛
募
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

　
伍

礎
寿
ー

牲
碑

身
ー

尾

石
仏
清
掃

僕
た
ち
の
真
田
小
学
校
で
は
、
年
に

6



「前へ、前へ……」多彩な活動に挑戦する気さくなメンバー

　　　　　　フオワード
　　　　　　　（代表　丸山惣平）

　　　会の名前は「フォワード」。ラグビーをしているわけで

灘　　はありませんが、何ごとにも前向きに取り組みたいと願

　　　　　　　　　　　　　　　　の　　い命名しました　青少年ホームに登録している男性13名
懇雄2名のメンにで活動してレ、ます．活動は週1回．

．灘灘　　4月から10月ぐらいの間は、中条の薬師プレーランドで

i麟…ナイ怨テニスをしています・少し縮をした後は・交

・讃鄭叢㌶箔訪銚塞論欝奮蘇籠雲
獺欝ドミントンや卓球ビーチ．ぐレーボーノレなどをして仲良

鞭1　く楽しんでいます。

緩　これ碇例活動のほか・年間行事として花見・花火見

縫瑠1寵諜龍簾虫徽鍬調蘭
1いて子供たちの相手をします．2月の雪まつりには、雪

1態　　像づくりとホーム行事にも積極的に参加しています。

難金蓼籍欝灘駿堺コ敵鶴莞
醗です．しかし、悩みの種はメン．母一の高齢化と雄会員

懸の不足に伴う士気の低下です。そこで若レ・パワー（特に

満姓の方大歓迎）を是非とも必要としています・気さく

騰
　　な仲間が集まった「フォワード」に入会したい方は、青

　　少年ホームに連絡して登録してください。お待ちしてい

　　ます。（暦57－8918）

吉川参議院議員、佐々木国土庁官房審議官に

　　　　　　　雪対策9項目を陳情
　～特別豪雪地帯指定市町村視察のため来市～

　
二
月
五
日
働
、
自
民
党
国
土
開
発
雪
寒
地
帯

委
員
会
の
吉
川
芳
男
委
員
長
（
参
議
院
議
員
）

と
国
土
庁
の
佐
々
木
秀
一
官
房
審
議
官
ら
一
行

六
人
が
来
市
し
、
陳
情
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
行
六
人
は
、
県
内
の
特
別
豪
雪
地
帯
指
定

市
町
村
の
視
察
の
た
め
来
市
し
た
も
の
。
陳
情

会
で
は
、
丸
山
市
長
が
十
日
町
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
雪
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
普
通

交
付
税
の
寒
冷
地
補
正
の
改
正
や
道
路
除
排
雪

に
対
す
る
特
別
補
助
な
ど
九
項
目
に
わ
た
る
内

容
を
陳
情
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
一
行
は
、
市
役
所
前
で
小
型
ロ
ー

ヌ
リ
ー
に
よ
る
歩
道
除
雪
や
歩
道
融
雪
、
屋
根

融
雪
実
験
棟
の
説
明
を
受
け
た
後
、
高
田
町
二

丁
目
の
融
雪
歩
道
を
視
察
し
ま
し
た
。

三
回
石
仏
清
掃
を
し
ま
す
。
か
れ
葉
な

ど
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
す
。
石
仏

は
、
照
利
庵
方
面
、
石
仏
方
面
と
あ
り

け
っ
こ
う
広
い
の
で
、
少
人
数
で
は
と

て
も
時
間
が
か
か
り
大
変
で
す
。
で
も

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
、
力
を
合
わ

せ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
石
仏
清
掃
だ
け
で
は
、
も
の
足

り
な
い
の
で
、
終
わ
っ
た
ら
か
く
れ
ん

ぼ
を
し
た
り
し
て
自
然
と
親
し
み
、
楽

し
い
石
仏
清
掃
に
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
学
校
の
人
数
が
減
っ
て

来
て
い
る
の
で
、
清
掃
が
も
っ
と
大
変

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
村
全

体
で
年
一
回
鉢
大
清
掃
な
ど
計
画
し
、

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　　　　　　　潜識｛｛｛識識識識識｛鵯●す　とそ
　　　　　　　　　　　　篭このコーナーは、運動｝●る皆思の

濯・．謬、　闘．1霧簾i欝

みんなで協力した石仏清掃

7　とお｛∬夢3　平成5年2月10日



脚闘劃，

L

礁
驚
輝

’
、
　
毯

獅
、
、

凡
　
尋
毒

中

ています。今の仕　　　　　　　　　　おぜいの才
　　　　　　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

ヒら・宝石の仕上　　　社るナ明　　就職できて

柔・　　．綴錫團一ルハ
ヒ同じになるので　連せ募す十　　すよ・
欠。例えば美しい　　絡ん集　。日　　りたいと、唇

　　　　　　　先でしこ町
ノいと感じる人で　　　もてのを　ですが、ヒ

トと＋日町で生ま霧袈書團抑
塁っています。　　課いすナ若　　お店力
燵だけでなく・峯イ幽墜きものの2
一トにしてほしい　広ん人登場　思います。
こ何回も訪れるこ葎O套劉ったりと発
・・ですね。　　　　　　　　　　　　囲気を作く

校卒業後、東京の百貨店に勤務しましたが、

母親の望みでUターンし、入社して2年目。

は、「きもの絵巻館」に訪れるお客様に商品の

をすることと、和装小物の仕入れです。販売

展示会などで着物を着る機会が多いのと、お

いのお客様と接することができるこの職場に

できてよかったと思っています。

一ルペン字の練習を今年始めたばかりなんで

すよ。習字も楷書、行書を練習してうまくな

いと思います。性格はおとなしく見られるの

が、けっこう活発だと思っています。

ものの街なのに着物を展示し、販売している

お店が少ないと思います。「きもの絵巻館」が、

ののあふれる街の第一歩になればいいなあと

ます。お茶を飲みながら、広いスペースでゆ

りと着物や和装小物などを選んでもらえる雰

を作っていきたいと考えています。

　　萎
南

圏学生のころか禦ラモデ堕
　　した。会社の社貝募集のチラン

「お前にむいているんじゃないの

って入社して3年目。若い人がど

考えを言える自由な雰囲気の中で

宝石をリングにとめる仕事をして

事を完壁にこなせるようになった

げもやってみたいと思っています

團想のタイプは・皇太子殿下と

　　すが、自分の価値感と同じ人

花を見たとしたならば一緒に美し

す。趣味はスキー。バッヂテスト

れた夏用スキーに挑戦したいと思

團　　間高原リゾートは、都会の人

　　十日町の若者も行けるリゾー

と思います。料金も手軽で、月に

とができるようにしてもらいたい

魑
窮
誘

岬
N

●西
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
佐
賀
県
伊

万
里
市
で
す
。
佐
賀
県
の
中
で
は
一
番

広
い
面
積
を
も
ち
、
一
年
を
通
し
て
温

暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、
み
か
ん
の
栽
培

を
中
心
と
し
た
自
然
が
豊
か
な
町
で
す
。

特
に
春
は
、
み
か
ん
の
花
と
田
ん
ぼ

一
面
に
咲
き
ほ
こ
る
レ
ン
ゲ
草
は
と
て

も
美
し
く
、
子
供
の
頃
に
こ
の
花
の
中

を
駆
け
ま
わ
っ
て
遊
ん
だ
こ
と
を
と
て

も
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

東
洋
と
西
洋
を
結
ぶ
和
蘭
船
の
出
発

点
の
伊
万
里
は
、
ま
た
有
田
・
唐
津
と

並
ぶ
陶
磁
器
の
町
と
し
て
有
名
で
す
．

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
貴
族
を
驚
喜
さ
せ
た
赤

絵
の
秘
法
を
今
も
伝
え
て
い
ま
す
。
毎

年
十
月
に
は
、
陶
器
市
が
開
か
れ
多
く

の
出
店
が
軒
を
並
べ
、
広
く
全
国
か
ら

観
光
客
、
買
物
客
で
大
変
な
に
ぎ
わ
い
』

を
み
せ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
も
早
い
も
の
で
十
日
町
に
住

ん
で
二
十
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。
雪

の
美
し
い
町
、
着
物
の
美
し
い
町
十
日

町
は
と
て
も
良
い
と
こ
ろ
と
感
じ
て
い

糊
　
、
、

樋熊陽子さん
　（新座2・38歳）

　　　い　ま　り
佐賀県伊万里市

ま
す
が
、
た
だ
物
価
が
高
い
の
に
は
家

計
を
あ
ず
か
る
主
婦
と
し
て
頭
の
痛
い

と
こ
ろ
で
す
。

今
は
、
市
内
で
看
護
婦
と
し
て
働
い

て
い
ま
す
が
、
患
者
さ
ん
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
ほ
ん

と
う
に
十
日
町
の
人
に
育
て
て
い
た
だ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
夢
は
、
手
織
り
の
技
術
を

学
ん
で
、
自
分
自
身
の
手
で
美
し
い
十

日
町
の
着
物
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
る

こ
と
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
市

内
で
気
軽
に
着
物
に
触
れ
る
場
所
が
も

っ
と
ほ
し
い
で
す
ね
。

集
鼻
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●
●

71

〈材料〉（7～8人分）

おから…5009、ゆでタケノコ
…1009￥ごぼう…％本￥にん
じん…小1本、油あげ…4枚、
ねぎ…1本、つきこん…1袋、
ひじき…少々￥枝豆（冷凍）
…色どりに少々、水…700cc、

砂糖・しょうゆ…各大さじ2、

みりん・酒・サラダ油…各少々

お

麟

ら高橋節子さん

（套鞭1購）

　
　
お
な
じ
み
の
一
品
で
す

　
具
は
な
ん
で
も
合
う
の
で
、
い
つ
も

あ
り
あ
わ
せ
の
材
料
で
作
り
ま
す
。
そ

の
都
度
、
い
ろ
い
ろ
の
お
か
ら
が
出
来

ま
す
が
、
孫
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
る
の

で
作
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

〈
作
り
方
〉
①
に
ん
じ
ん
、
ご
ぼ
う
、

た
け
の
こ
は
夏
．
角
く
ら
い
の
薄
切
り

か
、
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。

②
に
ん
じ
ん
と
枝
豆
は
塩
ゆ
で
す
る
。

③
つ
き
こ
ん
は
ア
ク
抜
き
を
し
て
二
仕
．

く
ら
い
に
切
り
、
ひ
じ
き
は
水
で
も
ど

し
て
お
く
。

④
油
あ
げ
は
油
抜
き
を
し
て
細
長
く
二

つ
に
切
り
、
小
口
か
ら
せ
ん
切
り
す
る
。

⑤
鍋
に
油
少
々
を
熱
し
、
ね
ぎ
を
除
い

た
材
料
全
部
を
入
れ
て
い
た
め
、
水
と

調
味
料
を
加
え
る
。
煮
上
が
っ
た
こ
ろ

お
か
ら
を
入
れ
て
よ
く
混
ぜ
る
。

⑥
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
水
分
が
な
く
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
ま
で
よ
く
か
き
混
ぜ
、
し
っ
と
り
と

し
た
ら
火
を
止
め
、
小
口
切
り
に
し
た

ね
ぎ
を
混
ぜ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

れ
⑱
葡

　
　
　
　
2
肋

　
　
　
　
G

．
諜
慧

　ぼくね、電話が大好きでベルが鳴ると一番早く出ちゃうけど

「だれかな」ってドキドキして声が出ないんだ。でも、家にお

客さんが来たときは「こんにちは」って￥きちんと言えるよ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

川治保育所
　　　　⑱グ

　保育所の友達と歌をうたってい

るところなの。士の中には冬眠し

ているねずみとへびがいるのよ。

　降ってきたので急いでお家

友達と、風船男が空高く上

くところを描いたんだ。
へ
つ

佐

藤

知ξ

美み

ち3
や歳
ん）鎌　

翻

　
　
　
ひ
ろ
き
（
6
歳
）

佐
藤
宏
樹
ぐ
ん　　　　鷲　　翻

　難欝

O
q
＠
（
U
O
O
O
O
O
3
3
0
0
0
G
O
G
O
G
　
Q

診
り

㌧
こ
㌧

富
澤
正

　
生
ま
れ
は
松
之
山
で
、
家
は
養
蚕
業
、

手
織
り
機
業
を
営
ん
で
お
り
、
子
供
時

代
か
ら
桑
取
り
、
畑
仕
事
な
ど
手
伝
い

を
さ
せ
る
極
め
て
厳
格
な
家
で
し
た
。

母
は
産
後
の
肥
立
ち
が
悪
く
、
わ
た
し

は
里
子
に
出
さ
れ
、
他
人
に
お
世
話
に

な
っ
た
の
で
、
父
は
医
者
に
し
て
世
間

に
恩
返
し
さ
せ
る
つ
も
り
で
し
た
。
大

正
十
年
に
町
に
電
動
機
が
入
り
力
織
機

を
導
入
し
て
の
増
産
を
図
っ
た
も
の
の
、

織
物
業
界
が
不
況
に
遭
い
、
苦
し
い
中

か
ら
勉
学
さ
せ
て
く
れ
た
父
も
さ
す
が

に
学
資
の
工
面
に
窮
し
、
わ
た
し
は
進

路
転
換
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
中
学
卒
業
後
、
給
費
制
度
の
あ
る

中
等
学
校
教
員
養
成
所
へ
入
り
ま
し
た
。

平
さ
ん

（
西
寺
町
・
8
3
歳
）

舗

父
の
勧
め
で
七
年
間
の
教
員
生
活
に
大

決
心
し
て
別
れ
を
告
げ
、
生
家
と
遠
縁

に
当
た
る
こ
の
家
へ
左
り
婿
し
ま
し
た
。

　
背
広
を
脱
い
で
半
天
に
角
帯
と
前
掛

け
姿
は
商
売
の
第
一
歩
で
し
た
が
、
義

父
に
急
死
さ
れ
不
慣
れ
な
わ
た
し
は
、
古

参
の
店
員
の
協
力
で
持
続
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
十
六
年
の
戦
争
で
産
地

の
仲
継
問
屋
が
法
令
に
よ
り
合
併
。
産

地
元
売
会
社
を
設
立
し
、
先
祖
伝
来
の

個
人
経
営
は
一
応
終
末
を
迎
え
ま
し
た
。

　
終
戦
後
は
、
十
九
年
か
ら
の
旧
制
十

日
町
中
学
の
嘱
託
を
続
け
、
一
方
で
は

機
屋
さ
ん
の
組
織
に
よ
る
協
会
の
仕
事

に
携
わ
り
、
二
十
五
年
の
生
糸
・
絹
織

物
等
の
販
売
統
制
令
解
除
を
待
っ
て
、

戦
前
の
仲
継
問
屋
商
と
ほ
と
ん
ど
同
一

形
態
の
営
業
を
開
始
し
、
続
け
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
老
境
に
入
り
後
継
者

も
な
く
、
十
年
ほ
ど
前
に
閉
店
同
様
と

な
り
ま
し
た
が
、
わ
た
し
は
時
代
の
流

れ
と
考
え
、
一
応
満
足
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
体
力
減
退
防
止
の
た
め
の
散
歩

と
、
下
手
な
花
作
り
や
好
き
な
ス
ポ
ー

ツ
の
テ
レ
ビ
観
戦
な
ど
を
楽
し
み
に
、

の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。

9とおガ夢3平成5年2月10日
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『
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
』
に
決
定

ー
城
ケ
丘
多
目
的
広
場
が
完
成
1

　
城
ヶ
丘
多
目
的
広
場
の
愛
称
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
鈴
点
の
応
募
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
須
藤
宣
男
さ
ん
（
中
条
島
）

が
応
募
し
た
笥
城
ヶ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。
笥
ピ
ュ
ア
」
と
は
、

け
が
れ
の
な
い
、
純
粋
・
無
垢
と
い
っ

た
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
佳
作
に
ほ
、
古
沢
資
成
さ
ん
（
馬
場

2
）
、
田
川
千
枝
さ
ん
（
五
軒
新
田
）
、

倉
本
京
二
さ
ん
（
美
雪
町
3
）
が
、
そ

れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
広
場
は
、
野
外
で
の
憩
い
の
場
と
利

雪
・
親
雪
の
目
玉
事
業
と
し
て
通
産
省

の
補
助
を
受
け
、
昨
年
7
月
か
ら
建
設

が
進
め
ら
れ
⑫
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

成
人
式
は

　
平
成
5
年
の
成
人
式
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。
該
当
者
に
は
案
内
文
書
を

送
付
し
て
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
届
か
な

い
人
が
い
ま
し
た
ら
、
十
日
町
市
公
民

　
幅
3
0
㌶
、
奥
行
き
妬
欝
、
高
さ
鷲
欝

の
「
中
央
ス
テ
ー
ジ
」
や
幅
齢
欝
、
奥

行
き
2
0
㌶
の
「
雪
保
存
ス
ペ
…
ス
」
、
約

7
、
6
0
0
平
方
㌶
の
『
芝
生
広
場
」

約
3
、
0
0
0
平
方
㌶
の
－
舗
装
広
場
」

な
ど
の
ほ
か
、
遊
歩
道
、
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
、
レ
ス
ト
ギ
ャ
ラ
》
ー
な
ど
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
広
場
の
供
翔
開
始
は

4
月
1
日
か
ら
。
ロ
…
ラ
1
ス
ケ
ー
ト
、

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
、
花
見
、
運
動
会
、

納
涼
会
な
ど
、
・
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
と
と

も
に
、
一
年
を
通
し
て
雪
に
親
じ
め
、

四
季
折
々
の
草
花
に
囲
ま
れ
た
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5
月
9
日
◎

館
（
学
校
町
1
麿
5
7
－
5
0
1
1
）
か

各
地
区
公
民
館
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
5
月
9
日
㈲
午
前
憩
時

　
～
n
時
30
分

ロ
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
市
民
会
館

■
内
容
お
祝
い
の
こ
と
ば
、
「
二
十

　
歳
の
記
録
」
朗
読
、
記
念
講
演

猶
該
当
者
　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
～
4
8

　
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

■
そ
の
他
　
　
コ
一
十
歳
の
記
録
」
の
原

　
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
4
0
0
字

　
詰
原
稿
用
紙
3
～
5
枚
程
度
。
締
め

　
切
り
は
4
月
5
日
㈲
で
す
。

農
業
者
年
金
受
給
者

　
　
　
　
　
の
皆
さ
ん
へ

ー
「
現
況
届
」
は

　
　
農
業
委
員
会
に
提
出

　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
に
、

例
年
2
月
末
に
な
る
と
「
農
業
者
年
金

受
給
者
現
況
届
」
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
現
況
届
の
提
出
先
が
、
今
年
か

ら
農
業
委
員
会
に
な
り
ま
し
た
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
け
取
っ
た
現
況
届
は

①
経
営
移
譲
年
金
受
給
者
の
人
は
、
市

　
民
課
で
市
長
の
証
明
を
受
け
て
か
ら

　
農
業
委
員
会
長
の
確
認
を
受
け
、
農

　
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
農
業
者
老
齢
年
金
の
み
の
受
給
者

　
は
、
市
民
課
で
市
長
の
証
明
を
受
け
、

　
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ま
ち
が
っ
て
、
農
業
者
年
金
基
金
へ

　
送
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
（
盈
内
線
皿
）
へ
。

平
成
5
年
度
（
前
期
）

学
校
体
育
施
設
を

　
　
　
　
　
　
開
放
し
ま
す

　
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
を
、
学
校

教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
開
放
し
ま

す
。■

小
学
校
…
十
日
町
、
東
、
西
、
赤
倉
、

　
中
条
、
飛
渡
第
一
、
飛
渡
第
二
、
川

　
治
、
六
箇
、
八
箇
、
吉
田
、
名
ケ
山
、

　
下
条
、
鐙
島
、
東
下
組
、
水
沢
、
野

　
中
、
馬
場
、
馬
場
小
珠
田
分
校

■
中
学
校
…
十
日
町
、
中
条
、
南
、
吉

田
、
下
条
、
水
沢

■
利
用
で
き
る
人
　
市
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
す
る
人
が
、
1
0
人
以
上
で
構

成
す
る
責
任
者
が
明
確
な
団
体

■
申
し
込
み
期
限
3
月
6
日
dD
ま
で
。

■
申
し
込
み
　
所
定
の
申
込
用
紙
に
記

　
入
の
う
え
体
育
課
（
盈
5

2
1
4
3
7

　
7
）
へ
。

〔
第
8
回
〕

小
学
生
イ
ン
ド
ア

　
　
　
サ
ツ
カ
ー
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

■
と
　
き
　
3
月
7
日
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

集
合
”
午
前
8
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
小
学
校
体
育
館

■
参
加
資
格
　
第
1
部
…
小
学
3
年
生

　
以
下
　
第
2
部
…
小
学
4
年
生
以
上

　
6
年
生
以
下

■
参
加
費
　
一
人
1
0
0
円
（
当
日
納

　
入
）

■
申
し
込
み
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

　
庭
野
和
浩
（
江
道
盈
5
7
1
8
3
5
7
）

〔
第
6
回
〕

イ
ン
ド
ア
カ
ツ
プ

　
　
　
サ
ッ
カ
ー
大
会

■
と
　
き
　
3
月
1
4
日
㈲

　
集
合
H
午
前
8
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館

■
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上

■
参
加
費
　
一
チ
ー
ム
2
、
0
0
0
円

　
（
当
日
納
入
）

■
申
し
込
み
　
サ
ッ
カ
ー
協
会
事
務
局

　
庭
野
和
浩
へ
．

　
　
　
体
育
施
設

．
　
　
　
へ
の
駐
車

　
　
　
　
〔
額
齢
雪
講
離
〕

①
除
雪
作
業
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
の

　
で
、
利
用
者
以
外
の
人
は
駐
車
し
な

　
い
で
く
だ
さ
い
。

②
駐
車
の
際
は
、
屋
根
か
ら
の
落
雪
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国民年金保険料の
　　　　　　　控除申告を

■問い合わせ　市民課年金係（暦内線144・

145）

国民年金の保険料は、全額税金の所得控

除の対象になります。忘れずに申告して

　ください。

◆平成4年国民年金保険料（月額）

く定額保険料＞1月～3月＝9，000円

　　　　　　4月～12月〒9，700円

〈付加保険料＞……・…一……・400円

※前納した人または、追納や未納保険料を

納めた人で金額がわからないときは、市

　民課年金係に問い合わせください。

　　〈明日のあなたを考えて＞

　国民年金保険料は

　　　　きちんと納めましょう

70
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博
物
館
冬
季
特
別
展

せ
て
2
月
娼
日
か
ら
飢
日
ま
で
、

特
別
展
と
し
て
「
明
石
ち
ぢ
み
名
品
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
明
石
ち
ぢ
み
は
、
明
治
か
ら
大
正
・

昭
和
初
期
の
十
日
町
を
代
表
す
る
織
物

で
、
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
清
涼
感
あ
ふ
れ

　
る
真
夏
の
着
物
と
し
て
一
世
を
風
び

　
し
、
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ

　
ま
し
た
。

　
　
今
回
の
特
別
展
は
、
こ
の
明
石
ち

　
ぢ
み
の
名
晶
の
数
々
を
一
堂
に
集
め

　
展
示
し
ま
す
。
現
代
に
も
通
じ
る
大

　
胆
な
色
彩
と
柄
を
、
皆
さ
ん
の
眼
で

　
ぜ
ひ
お
確
か
め
く
だ
さ
い

　
■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
博
物
館

　
（
西
本
町
1
・
姪
騨
ー
5
5
3
1
）

ブ
ロ
が
教
え
る

和
風
の
お
も
て
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
料
　
理

■
と
　
き
　
2
月
2
3
日
㈹
午
前
1
0
時
～

■
と
こ
ろ
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

　
所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
（
え
ぷ
ろ
ん
）

■
参
加
費
　
5
0
0
円

■
定
　
員
　
2
0
名
（
定
員
に
な
り
し
だ

　
い
締
め
切
り
）

■
申
し
込
み
　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営

　
業
所
お
客
さ
ま
サ
ー
ビ
ス
課
（
盈
52

　
1
3
1
0
7
内
線
識
）
へ
電
話
で
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
中
小
企
業
緊
急

経
営
支
援
資
金
融
資

　
県
で
は
、
最
近
の
経
済
環
境
の
変
化

に
よ
り
、
一
時
的
に
売
上
げ
減
少
等
業

況
の
悪
化
を
来
し
て
い
る
県
内
中
小
企

業
者
の
経
営
安
定
と
体
質
改
善
を
図
る

た
め
、
創
設
し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

■
資
金
使
途
　
運
動
資
金
お
よ
び
設
備

　
資
金
（
土
地
や
建
物
の
取
得
資
金
は

　
除
く
）

■
融
資
限
度
額
　
2
、
5
0
0
万
円
（
う

　
ち
運
転
資
金
1
、
5
0
0
万
円
）

■
融
資
期
間
　
運
転
資
金
…
5
年

　
　
　
　
　
　
設
備
資
金
…
7
年

■
融
資
利
率
　
信
用
保
証
付
…
年
齢
％

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
…
年
“
％

圖
返
済
方
法
　
原
則
と
し
て
割
賦
返
済

■
取
扱
期
間
　
3
月
31
日
ま
で
。

■
問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
商
工
労

　
政
係
（
費
内
線
罰
）
へ
。

心
の
健
康
相
談

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
で
眠
れ
な
い
な
ど
、

悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
相
談
を
。

■
と
　
き
　
2
月
2
4
日
㈱
午
後
－
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
須
賀
医
師
（
中
条
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
暦
5
7

　
－
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
鵬
）
へ
。

酒
害
の
懇
談
会

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
や
そ
の
家

族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
2
月
2
6
日
㈹
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

－
一

一　訂　　正　一

1月25日の市報「お知らせ

版」2穿「平山知事が初の

来市」の記事中、真島代議

士と記載してあるのは真島

参議院議員の誤りでした。

　訂正しておわびいたしま
す。

■交差点や踏切は細心の注意を！

薯1鷺饗・難
確認し、交差点や踏　　』　　，髪
　　　　　　　　　　　ゆ切では細心の注意を　　，　」　’．
　　　　　ヤ　　　　　　　　　　
払いましょっ。　　　て〉　　毎
　　　　　　　　　　1　￥
　1月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成5年 9（9） 10（10） 0（0）

平成4年 5（5） 5（5） 0（0）

川西町
津南町
中里村

平成5年 8（8） 13（13） 0（0）

平成4年 12（12） 15（15） 0（0）

計
平成5年 17（17） 23（23） 0（0）

平成4年 17（17） 20（20） 0（0）

　　　　　　軽乗用車が

羅　　　　横断中の女性と衝突
　璽　　　　　1月12日（金）午前8時40分こ
　　　　ろ、山本地内の国道で40歳の女
性が運転する軽乗用車が、駐車中の車両
の前から横断しようとした62歳の女性と
衝突し、歩行者が重傷を負いました。路
上駐車はみんなが迷惑します。運転者は
安全を確認し、歩行者も横断するときは
左右の安全を確認しましょう。

とおかまちの自然
　　　　（理科センター）

　ダイサギ　⑳

　　、ボ転輔醐・一墜、、、讐

　くちばしと首がひときわ大きいコウノ

トリ目サギ科の鳥です。

　川、池沼、干潟などで生活し、水の中

をゆっくり歩いて餌を探します。当地方

では、信濃川や田で見かけることができ

ます。餌を見つけると、S字形に曲げた

首を瞬間的に伸ばして、くちばしではさ

みとります。

他のサギ類との見分け方は、大形で、

首が長いことです。また、夏羽の時のく

ちばしは黒く、目先は緑青色で冬羽では

くちばしが黄色くなることが特徴です。

7プ　』お、ガ詐3　平成5年2月10日
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襯
灘

麗
購
灘
鰯
懸
嚢
灘
纏
霧

磯
　
き
も
の
産
地
の
十
日
町
で
、
縄
文

芸
術
の
極
致
だ
と
い
わ
れ
る
火
焔
形

土
器
と
並
ん
で
、
注
目
を
集
め
て
い

る
の
が
ア
ン
ギ
ン
で
す
。
ア
ン
ギ
ン

と
い
う
こ
と
ば
は
耳
馴
れ
な
い
と
思

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
ぎ
ぬ

い
ま
す
が
、
編
み
衣
が
な
ま
っ
た
も

の
で
、
原
始
的
な
編
物
の
こ
と
で
す
。

ア
オ
ソ
や
ア
カ
ソ
な
ど
の
植
物
性
繊

維
を
糸
に
し
て
、
俵
を
編
む
よ
う
な

簡
単
な
工
具
で
袖
な
し
や
前
掛
け
な

ど
を
作
り
ま
す
。

　
ア
ン
ギ
ン
の
現
物
や
工
具
が
残
っ

て
い
る
の
は
、
全
国
で
も
妻
有
地
方

と
東
頸
城
郡
だ
け
な
の
で
”
越
後
ア

ン
ギ
ン
”
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ギ
ン
の
歴
史
は
古
く
、
福
井

県
の
鳥
浜
貝
塚
と
い
う
六
千
年
前
の

縄
文
時
代
前
期
の
遺
跡
か
ら
”
越
後

ア
ン
ギ
ン
様
編
布
”
が
出
土
し

て
お
り
、
縄
文
人
の
衣
服
は
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸
灘

灘
．
灘
灘

灘灘縷

髄

は
特
殊
な
用
途
に
限
ら
れ
急
速
に
す

た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
越
後
ア
ン
ギ
ン
は
、
縄
文
時
代
の

技
法
を
今
に
伝
え
る
化
石
の
よ
う
な

存
在
で
す
。
ア
ン
ギ
ン
の
価
値
は
、

た
だ
古
い
技
法
が
残
っ
て
い
る
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
近
に
な
っ
て
、
あ
る
研
究
者
が

越
後
ア
ン
ギ
ン
の
工
具
で
布
を
編
む

だ
け
で
な
く
、
簡
単
な
操
作
で
織
物

を
織
る
こ
と
が
で
き
、
一
つ
の
工
具

で
編
物
と
織
物
を
作
り
分
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
画
期
的
な
論
文
を

発
表
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
織
り
と
編
み
は

全
く
異
質
な
技
法
だ
と
い
う
定
説
が

修
正
さ
れ
、
越
後
ア
ン
ギ
ン
が
織
物

の
源
流
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
む
誰
．
瓦
季
で
ラ
γ
ギ
チ
森
跨
竺
．
⑲
・
ユ
・
な
霧
三
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
捷
輪
鷲
轍
慧
鰐
麹
搬
鯵
紬
報
き
．
．
．

　
　
ン
ギ
ン
が
主
体
だ
と
推
定
さ
れ
婆
膿
難
雛
鰯
薦
灘
懸
耀
輩
瓢
潔
儀
辞
・
聾
萎
ゴ
参
　
　
　
獄

て
韓
y
き
か
ら
灘
欝
騰
轍
贈
轍

蕪
繍
簸
雛
雛
顎
，
腱
－
講
鍵

縛
籍
舞
購
鞭
蓼
鞭
欝
難
雛

慈
．
灘
・
騰
灘
辮
騰
灘
雛
．
難
艦
　
、
響
鱒
慧
霧
　
　
　
　
、

難
難
鍵

　
麟
無
　
　
鷹

饗

十
日
町
初
の
ス
キ
ー
日
本
代
表

冬
季
ユ
ニ
バ
（
距
離
1
5
キ
易
．
喝
）
第
二
位

大嶋次郎さん
　（本町4・22歳）

　
大
嶋
さ
ん
は
、
二
月
六
日
～
十
四

日
ま
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ザ
コ
パ
ネ
で

開
か
れ
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド

冬
季
大
会
に
、
十
日
町
初
の
日
本
代

表
選
手
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
全
日
本
学
生
ク
ロ
カ

ン
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
（
十
五
キ
。
）
総

合
一
位
な
ど
の
成
績
が
認
め
ら
れ
、

日
本
代
表
二
十
五
人
の
中
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
大
嶋
さ
ん
が
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
を

始
め
た
の
は
小
学
校
4
年
生
。
以
来

十
日
町
中
、
十
日
町
高
校
と
続
け
、

「
ベ
タ
雪
の
次
郎
」
の
あ
だ
名
で
活

躍
し
、
数
多
く
の
大
学
か
ら
誘
い
を

受
け
た
中
、
中
央
大
学
に
進
学
し
ま

し
た
。
一
六
三
紬
．
、
五
五
キ
。
の
小
柄

な
が
ら
練
習
で
培
っ
た
ピ
ッ
チ
走
法

で
、
大
学
二
年
の
時
リ
レ
ー
の
ア
ン

カ
ー
と
し
て
優
勝
に
貢
献
。
最
終
学

年
の
今
年
は
、
練
習
で
ケ
ガ
を
し
大

事
な
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
出
場
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
念
願
の
ユ
ニ

バ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
や
っ
と
一
流
選
手
に
な
れ
た
。

自
分
を
信
じ
て
努
力
し
た
か
い
が
あ

っ
た
」
と
振
り
返
り
、
「
ケ
ガ
が
完
治

し
て
い
な
い
が
悔
い
の
な
い
レ
ー
ス

を
」
と
話
し
た
大
嶋
さ
ん
は
、
七
日

に
行
わ
れ
た
十
五
キ
。
ク
ラ
シ
カ
ル
で

第
二
位
に
輝
き
ま
し
た
。
京
都
イ
セ

ト
紙
工
に
就
職
が
決
ま
り
、
来
年
の

リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
を
目
指
し
ま
す
。
底
辺
拡
大
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
養
成
を
目
指
し

た
十
日
町
ス
キ
i
協
会
初
の
申
し
子

大
嶋
選
手
。
ユ
ニ
バ
を
ス
テ
ッ
プ
に

目
指
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
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数

慧
　
　
　
　
男
　
女
　
帯

　
、
、
雛
　
人
　
　
　
　
　
　
世

灘
難
　
・
　
　
　
　
・
．

今
月
の
表
紙

鷲
、
撫
　
二
月
四
日
㈲
中
条
八
幡
の

綴
　
雛

鵜
難
難
集
会
所
で
、
節
分
の
豆
ま
き
が

　
　
　
　

　
・
、
　
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
町
内
で

は
、
毎
年
親
子
だ
け
で
な
く
お
年
寄
り

を
交
え
た
触
れ
合
い
の
場
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
約
三
十
人
が
集

ま
っ
た
中
、
二
人
の
お
父
さ
ん
が
「
鬼

は
外
、
福
は
内
」
と
豆
や
お
菓
子
を
ま

く
と
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
我

れ
先
に
と
拾
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

難
、
編
集
後
記

　
先
日
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
胃
カ
メ
ラ
と
大
腸
カ
メ
ラ
、

そ
し
て
恐
怖
の
体
重
計
。
こ
れ
が
な
け

れ
ば
一
泊
二
日
で
三
食
付
き
。
静
か
な

と
こ
ろ
に
部
屋
が
あ
り
個
室
（
電
話
・

テ
レ
ビ
付
き
）
。
読
み
た
い
本
の
四
冊
ほ

ど
持
ち
込
め
ば
、
わ
た
し
に
と
っ
て
は

別
世
界
で
し
た
。
「
自
分
の
体
は
自
分
で

管
理
、
早
め
の
検
査
と
早
め
の
治
療
」

と
、
つ
く
づ
く
感
じ
た
二
日
間
で
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
も
う
少
し
体
重
を
減

ら
さ
な
く
っ
ち
ゃ
。
㊥
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